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論　　文　　の　　要　　冒

　中性子数Nが50から82にわたる害いわゆる中重核領域の原子核の基底状態は。超伝導状態言す

なわちB　C　S状態としてヨよく記述される。その状態においては、強い対相互作用のため、中性子

は2個づつスピンがOに結合した曾いわゆるクーパー対としてラ近似的にボーズ凝縮している。し

たがって，この状態問の2中性子移行の（P，t）反応はヨ中性子対を害直接1段階でピックアッ

プすると考えられていた。実際，今日までの（P害t）反応微分断面積σ（θ）の測定においてはヨ

上述の仮定に基づき争反応は害1段階の歪曲波ボルン近似（DWBA）で解析されていた。しかし

ながら本論文において，実はこの遷移強度の約半分は，申性子を1個づつヨ逐次的に2段階でピッ

クアップする過程であることが害反応の偏極分解能の測定によって明らかになった。

　著者は害N＝50～82の中重核の（Pヨt）基底状態反応においてヨ微分断面積σ（θ）のほかに害

その偏極分解能Ay（θ）を，初めて測定した。

　それは15個の核種にわたる。そして、断面積の角分布は書従来の1段階DWBAでよく説明され

るにもかかわらず，そのAy（θ）が雪1段階DWBAでは全く説明されない、「異常」な角分布を示

すことを発見した。これが害第一の成果である。次にこの異常性がヨ（P，d）（d雪t）という2

段階過程を考慮することにより争初めて説明されることを示した。そしてヨ1段階および2段階過

程がヨほぼ同じ強度で起っており害両者聞の干渉効果によってヨ偏極分解能に異常性が現われるこ

とを検証した（第二の成果）。第三の成果は，このAy（θ）の異常性が，著るしい中性子数依存性を
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示すことをラAy（θ）の精度の高い測定をすることによって発見したことである。たとえば。標的

核が1叩dから1叩dへ変わりラ中性子数が2個変化するだけで、散乱角θ二2ぴに現われていたAy（θ）

の鋭い正のピークは争負の深い谷に変わってしまう。一方両者の微分断面積σ（θ）にはヨこのよう

な劇的な変化はラ全く観測されない。

　著者は、このAy（θ）異常性の中性子数依存性が、（P，d）（dラt）2段階過程における中問

状態で。どの単一準粒子軌道に存在する中性子が里ピックアップされるかの差によって現われるこ

とをラつきとめた。この解析においてはヨ基底状態についてはB　C　S波動関数ラ中問状態について

は1準粒子波動関数を便ってのラ詳細かつ系統的な計算がおこなわれた。これが第四の成果である。

第五の成果は，（Pヨd）（d，t）2段階過程の中問状態における、重陽子dに対する歪曲ポテン

シャルに関してである。通常この種の解析における歪曲ポテンシャルは、弾性散乱チャネルで実験

的に求められた，光学ポテンシャルが便われる。しかしこの場合の重陽子歪曲ポテンシャルには冒

弾性散乱から求められた光学ポテンシャルよりもヨ核の内部で重陽子の吸収が強くなるポテンシャ

ルが要求されることが判明した。この系統的ではあるがヨ現象論的に得られた結果に対する，核理

論的解釈はおこなわれていないので，第五の成果はヨ核反応理論に対するラ大きな問題提起でもあ

る。

審　　査　　の　　要　　旨

　前記の論文要旨中に述べられた，五つの成果はラ核物理学ヨ特に核反応メカニズムに関する重要

な発見である。この成果のエツセンスはラすでにPhys．Rev．Le枕ersに発表されている（参考論文3）。

偏極分解能はヨ遷移振幅間の干渉効果に対して、断面積よりもはるかに感度の高い物理量である。

この特性に着目してラ2核子移行反応における異常な偏極分解能を発見したことは言著者の物理研

究者としての力量を示すものである。偏極能の高精度な測定を可能にしたところにもラ実験物理学

研究者としての。技術的な力が認められる。偏極核反応はラ今までは専らラ核カや光学ポテンシャ

ルにおける，スピン依存力の解明の手段として便われて来た。本論文において、偏極分解能がヨ遷

移振幅間の干渉効果に鋭敏であることを利用して，偏極核反応がラ核反応メカニズムの解明にラ極

めて有効であることが明示された。これはヨ核物理学の新しい方向を示すものである。

　よって。著考は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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